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米 国到着。 ラファイエ ッ ト将軍 との旅
ラッピス ト・コロニーの訪 問。農場経営の失
敗
「レデ ィンガー ・ア ドラー」紙 の編集
炭坑 と鉄道 の事業経 営
保護 関税運動への参加
大統領選挙。米国を離れ て ヨー ロッパへ
は じめに
ドイ ツの国民経済学者 フ リー ドリッヒ ・リス ト
(FriedrichList,1789-1846)は,1825年6月家族 と
ともにニュー ヨークに上陸 してか ら1832年夏に最
終 的 に米 国 を離 れ るまでの7年 余 その 間,
1830年11月か ら3ユ年11月まで フ ラ ン ス(と ドイ
ツ)旅行 のために単身で米国を離れ ていた期間 を
除 くと6年 余,独 立 か ら半世 紀 ほ どたった
「自由の国」 アメ リカ合衆国で生活 した(1)。
36歳か ら43歳まで7年 余にわた る米国での生活
(異文化体験)を 通 して,リ ス トは当時の米国が直
面 していた経済問題 と取 りくんで,こ の新興国の
保護関税政策 と国民主義学派の経済学 の形成 に積
極的に関わ ったぽか りでな く,国民経済学の体系
の構築 とい う後半生の1つ の重要 な課題 を遂行す
るため の基礎 を培 った のであ った。その意味 で,
米国時代は57年余の リス トの生涯 の中で もきわめ
て重要 な時期であった。米国時代 の彼は ドイ ツ系
市民のため の ドイッ語新聞の編集,炭 坑 と鉄道 の
事業経営,保 護関税運動への参加,大 統領選挙 で
の活躍や米国領事就任 な ど,多 方面の活動を続 け
ている。 なかで も,「ペ ンシルヴェニァ工業 。技術
促進協会」の有力 なメソパ ーとの交流 の もとに貿
易論争 に参加 して,『ア メ リカ経 済学綱要』(1827
年)を は じめ数編 の小論 を発表 して,1820,30年
代 の米国の保護関税政策 と国民主義学派の経済学
の形成に重要 な貢献 をした ことは特筆すべ き点で
あろ う。 サ ミュエル ソンが 「そ うい うわ けで,私
はアメ リカの重要 な経済学者の列 にフ リー ドリッ
ヒ ・リス トの名前をつけ加 えたい と思 う」 と述べ
てい ることも,こ れを裏書 している②。
このよ うな米国時代 の体験 は,ま た,国 民経済
の建設のために奮闘 した リス トの後半生の活動の
ための跳躍 台にもなった。彼 自身 『経済学 の国民
的 体系』(1841年)の中で回顧 して述 べ てい る よ
うに,リ ス トの経済学説 の核心をなす古典学派の
経済学(ス ミスとセイ)の 〔交換〕価値 の理 論 に
対抗す る生産諸力の理論や歴史的段 階説 は,米 国
での生活 「この新 しい国で経済学 について読
む ことので きる最良の著作」 である 「生活」
の 中で発 酵 した の であ った。 また,前 述 の よ う
に,在 米中にみずか ら炭層 を発見 し,石 炭輸送用
の鉄道を敷設 してその会社 の経営 に携わ ったが,
この時の体験 は リス トに鉄道網の整備 こそが地域
の経済的統合 と国民経済 の建設 にとって不可欠で
あることを確信 させたのであ った。 ドイ ッ語新聞
の編集者 としての活動が 「アルゲマ イネ ・ツァイ
トゥング」紙へ の寄 稿や 「鉄道 ジャーナル」「関
税 同盟新 聞」 の編集 など,ジ ャーナ リス トとして
の リス トの活動 の素地を作 った ことはい うまで も
ない。 リス ト自身 にとって も,米 国時代 は後半生
の広 い活躍 の場へ 向か う重 要 な門 口であ った と
いって よいであろ う。
米国時代の リス トにつ いては,1925年に彼 の渡
米100年を記念 して 「世界経済・海運協会」の依頼
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で執 筆 した ノ ヅツ(WilliamNotz)の長 編 の論 文
が あ り(3),また 『リス ト全 集 』 第2巻 に は米 国時
代 の作 品や 手紙 が,上 記 ノ ッツの論 文 を要 約 した
序 論 と くわ しい コ ンメ ン タール とをつ け て収録 さ
れ て い る。 最 近 で は,生 誕200年を記 念 して開 催
された 展示 会 の 「カ タロ グ」 に掲 載 され て い る評
伝 の 中 の 「米 国 時 代 の リス ト」(ラ イ ナー,P.
ル ック稿)と,新 資 料 の 紹 介 を 含 む ヴ ェソ ドラ ー
の 新研 究 が くわ しい。 日本 で は リス ト研 究者 ぼか
りで な く,米 国経済 史 や経 済 学 史 の研 究 の 中 に も
「米 国時 代 の リス ト」 に 関説 した 作 品 が あ る。 私
は先 に,リ ス トの 生 誕200年に寄 せ て,展 示 会 の
「カ タ ロ グ」 に収録 され て い る評 伝 の一 部 分 を紹
介 した が(4),本稿 は,そ れ に続 い て,以 上 の よ う
な資 料 と文 献 を利 用 して米 国 時代 の リス トの 活動
を紹 介 した もの で あ る㈲。
(注)
(1)渡米 前 の リス トは西 南 ドイ ツ の ヴ ュル ッテ ソベ ル ク王 国
の 議 員 で あ っ た が,裁 判 記 録 の公 開 を 要 求 した こ と か ら,
1822年4月に 「政 府 ・法 廷 ・官 庁 ・官 吏 へ の侮 辱 罪 」 で10
か 月 の 実 刑 判 決 を うけ た。 服 役 を 拒 ん で ス イ ス とフ ラ ソ ス
に亡 命 した の ち 逮 捕 され,ホ ー エ ン ア ス ペ ル グ要 塞 監 獄 に
拘 禁 され た 。 した が って 彼 の 渡 米 は,出 獄 の 条 件 と して の
国外 退 去(「 新 大 陸 へ の 旅 券 づ きの 追 放 」 『小 林 昇 経 済 学 史
著 作 集 』Vlll,62頁)であ った 。 「市 民 的 自 由 の 亡 命 者 」 と
い う点 で リス トは,三 月 革 命 期 に 市 民 的 自由 の実 現 の た め
に 闘 っ て 敗 れ,米 国 へ 逃 れ た 「48年 の 人 々 」





英 ・独2か 国 語 で 印 刷 さ れ て い る。
(3)W.Notz,FriedrichListinAmerika,in
WeltwiYtschaftlichesArchiv,Bd.21.22,1925
(4>諸 田實 「フ リー ド リ ッ ヒ・リス トと彼 の 時 代 生 誕200
年 に寄 せ て 」(『経 済 貿 易 研 究 』 神 奈 川 大 学 経 済 貿 易研
究 所 年 報No16)
(5)本稿 で は リス トの 著 作 を 次 の よ うに 略 記 す る。
『リス ト全 集 』:FriedrichList.Schriften/Reden/Briefe,
hrsg.vonE.Beckerath,K.Goeser,F.Lenz,W.Notz,E.
Salin,A.Sommer,10Bde.,Berlin,1932-35.
『綱 要 』:正 木 一 夫 訳 『ア メ リカ経 済 学 綱 要 一 ア メ リカ体
制 一一 』 未 来 社,1966年。
『国 民 的 体 系 」:小 林 昇 訳Q経 済 学 の 国 民 的 体 系 』 岩 波 書
店,1970年。
『農 地 制 度 』:小 林 昇 訳 「農 地 制 度 論 』 岩 波 文 庫,1974年。
『遺 書 』:正 木 一 夫 訳 『ドイ ツ 人 の 政 治 的 経 済 的 国 民 統 一
政 治 経 済 学 上 の遺 書 』 改 造 文 庫,1941年。




日本 語 で 書 か れ た リス ト研 究 の 代 表 作 と して,『 小 林 昇
経 済 学 史 著 作 集 』VI,VII,vm,XI,未来 社,1978-79年,
1989年を あ げ て お く。
1米 国到着 。 ラフ ァイエ ッ ト将 軍 との旅
リス トー 家 を乗 せ た客 船 ヘ ソ リー号 は1825年4
月26日フ ラン スのル ・ア ー ブル を 出港,「30年間 か
つ て なか った 」 とケ ン プ船長 が 嘆 いた ほ どの悪 天
候 の続 くな かを43日間 の航海 を終 えて,6月9日
午 後1時 に ニ ュー ヨー ク港 に 入港 した。 「万 物 は
歓 喜 に満 ち,胸 は幸 福 で一 杯 だ。 大海 原 を40日間
さ ま よって きた者 だ けが感 じる こ との で き る喜 び
だ。 わ れ われ も子供 た ち もrは じめ て の 自由 の地
に上 陸 した この 日にふ さわ しい晴 装 を した」 と,
リス トは この 日の感動 を 日記 に記 して い る(1)。こ
の時,一 家 は リス トと妻 の カ ロ リー ネが ともに36
歳,エ ミ リエ6歳 オ ス カー5歳 エ リーゼ3歳,
妻 と先 夫 との 間 に生 まれ た ナ イ トハ ル ト16歳の6
人 で,末 の娘 カ ロ リーネ は まだ 生 まれ て い なか っ
た。
到 着 した 日の ニ ュー ヨー ク は 「耐 え が た い 暑
さ」 で,妻 の カ ロ リーネ はそ のた め に気 分 が悪 く
な った 。 「ニ ュー ヨー ク。 この 町 の 第 一 印 象。 黒
人,家 屋,街 路,塔,汚 物,市 庁 舎,浴 場 。」(2L
家 は ペ ソ シル ヴ ェニ ア州 の フ ィラデル フ ィアへ 向
か った 。 デ ラ ウ ェア河 畔 の,当 時 米 国第2の この
都市 が リス トー 家 の最初 の居住 地 とな り,上 の子
供 は こ こで ノーザ ソ ・リバ テ ィー ズ街 区の 国民 学
校 へ通 うことに な った 。一 家 が落 着 くと,リ ス ト
は単身 ニ ュー ヨー クへ 引 き返 した。 大統 領 の招 待
で米 国 内 を周遊 中 の 「独立 戦争 の英 雄i」ラフ ァイ
エ ッ ト将 軍 と会 うた めで,7月2日,蒸 気 船 で ハ
ドソン河 を下 って ニ ュー ヨー ク州庁 のあ るオル バ
ニーを訪 れ た。
ラ フ ァ イ エ ッ ト(MarquisdeLaFayette
〔Lafayette〕1757-1834)はフ ラ ソ スの 貴 族 の家 に
生 まれ た。 ア メ リカ独 立 戦争 の勃発 が啓 蒙 の理想
に燃 えた この青 年 の 心 を動 か した。1777年,19歳
米国時代の リス ト
の彼は フラソス宮廷や周囲の反対を押 し切 ってみ
ずか ら船を調達 して独立戦争 に参加 して勇戦 し,
G.ワ シソ トンの知遇 を得た。彼 の活動 は米国市
民か ら高 く尊敬 された ぼか りで な く自由を求め る
ヨーロッパの人hに も少 なか らぬ影響 を及 ぼ し
た。 この時 の功労 が酬われたのであろ うか,将 軍
は1824年1月大統領の招待 を うけ,同 年8月 賓客
としてニュー ヨークに上陸,南 部 と西部 を周遊 し
たのち25年7月1日 にボス トソか らオルバニーに
到着 した。 リス トが将軍 を訪れたのはその翌 日の
ことで,将 軍 の祝宴に リス トが出席 した ことを報
じた当地の新 聞は次の ような リス トの乾杯 の言葉
を伝 えてい る。「合衆国は過去の共和国 と違 って,
サプジエクツ シテイズンズ
臣 民 の代 りに市 民 を作 り出した。(3)」
リス トが ラファイエ ッ ト将軍を知 ったのは3年
前 である。1822年4月に10か月の実刑判決 を うけ
た リス トは,服 役 を拒んで逃亡中のス トラスブー
ルでフランスの 自由主義者 エイナンの著作 『法 の
歴史』を フラックスラソ ドとともに翻訳 したが,
リス トに とって 「神の啓示」 となった この書物 は
将軍に捧 げ られた ものだ った(4)。24年4月に友人
のフォル レンとアーラウからパ リへ行 く前に将軍
に手紙 を出 して渡米の可能性 を打診 している。パ
リ到着後 フォル レンか ら将軍 と親 しい哲学教授 カ
ズソを引 き合わ され,カ ズンの紹介で将軍 と会 っ
た。 リス トの勇気ある哲学的精神を評価 していた
将軍 は リス トに自由主義者 として進 んで刑 に服す
ることを勧め,ま た,渡 米を勧めて ロン ドンの有
力者 に宛 てて紹 介状 を書 い て くれた。 リス トは
ヴュル ッテ ンベルク(ド イツ)へ の帰国 が困難 に
なる ことを懸念 して一度 は将軍の勧めを断わ った
が,25年1月訪米中の将軍か ら重ねて渡米 を催促
す る手 紙 を受 け とる と,祖 国 を離 れ る決意 をす
る。「私 の運命 は私 にとって1つ の鍵 で あった。
その鍵が この時代の最 も重要 な,最 も高貴 な人h
の扉 を開 き,北 アメ リカにつ い ての最 良 の知識
と,だ が同時 にかの地への最 良の推薦状を得 させ
た。 〔アメ リカ行 きの〕船 に乗 る時 にはすで に私
は ヴsル ッテ ンベ ル クの議会 を退職 した 時 とは
まった く別 人 にな って いた。(5)」晩 年 の 回顧 であ
る。
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リス トは7月4日 か ら2か 月余 の 間,ラ フ ァイ
エ ッ ト将軍 に 同伴 して米 国東 部 諸 州 を旅 行 し,行
く先 々で 熱烈 な歓 迎 を うけ た。 独立 戦 争 の戦 跡 や
新 しい国制 の基礎 が築 か れ た場所 をみ て,米 国 の
歴 史 に興 味 を ひかれ た。7月4日 の48回目の独 立
〔宣言 発表 の〕 記 念 日は ニ ュ ー ヨー クで迎 えた が,
彼 は この祝 祭 の光 景 を旅 行 の 記録 に くわ し く記 し
て い る(6)。7月14日か ら25日まで フ ィラデ ル フ ィ
ア に滞 在 した が,そ の間7月20日 には将 軍 を主 賓
とす る祝 宴 が財 務 長官 に就 任 した ラ ヅシ(Richard
Rush)の主 宰 で 開 か れ た。 こ の 祝 宴 に リ ス
ト は テ ィル マ ソ(WilliamTilghmann)とイ ソ
ガ ー ソル(CharlesJaredIngerso11)から招待 され
て 出 席 し,イ γ ガ ー ソ ル,ケ ア リー(Mathew
Carey)など,ペ ン シル ヴ ェニ ア保 護 関 税 運 動 の
有 力 な指導 者 を知 る ことに な る。 リス トとア メ リ
カ国 民 主義 学 派 の経 済学 者 との接 触 は渡 米直 後 の
この時 に始 ま った の で あ った(7)。7月25日に フ ィ
ラデル フ ィアを発 ち,ブ ラソデ ィ ワイ ンの戦 跡,
ウ ェス トチ ェス タ ー,ラ ソ カ ス ター,バ ル テ ィモ
アを通 っ て ワシ ン トソに到 着,9月6日 将 軍 は こ
こで68歳の 誕生 日を祝 った 。翌7日 将 軍 は大統 領
ア ダ ム ズ に別 れ を告 げ て フ ラ ン スへ 帰 った が,
「ブ ラン デ ィワ イ ン」 号 の 船 上 か ら も う一 度 リス
トに親 愛 の手 紙 を送 った(8)。
将 軍 に同伴 した2か 月 余 の米 国旅 行 は米 国 に着
い た ば か りの リス トに大勢 の有 力 な友 人 を作 らせ
た。J.ア ダ ムズ,J.Q.アダ ムズ,H.ク レ イ,S.
ジ ラー ド,W.H.ハ リス ン,A.ジ ャク ソン,Th.
ジ ェフ ァス ン,J.マ ジ ス ン,J.マ ーシ ャル,J.
モ ソ ロー,R.ラ ッシ,D.ウ ェブス タ ー。 当 時,
リス トほ ど米 国 の指 導者 と多 く知 り会 った ドイ ツ
人 はい なか った で あ ろ う。 そ れ と同時 に,米 国社
会,米 国人 の生 き方 は リス トに強 烈 な印象 を刻 印
した。
(注)
(1)『リス ト全 集 』 第2巻75頁 。
(2)『リス ト全 集 』 第2巻76頁 。
(3)『リス ト全 集 』 第2巻418,419買。 こ の祝 宴 はE.ケ イ ソ
の 主 宰 。
(4)こ の 翻 訳 が 『テ ー ミス1。 法 の歴 史,エ イ ナ ン氏 の フ ラ
ン ス語 の 著 作 か ら』 で あ る 。 拙 稿 「フ リー ド リ ッ ヒ ・ リス
一一一140一 米国時代の リス ト
トと彼 の 時 代 一 生 誕200年に 寄 せ て一 一 」(神 奈 川 大 学 経
済 貿 易 研 究 所 『年 報 』16,1990年)82頁を 参 照 。 エ イ ナ ソ
は フ ラ ン ス学 土 院 会 員 。
(5)ZurGeschichtedesvormaligendeutschenHandels
-undGewerbsvereins,woraushernachmalsderdeut-
scheZollvereinerwachsenist.(『リス ト全 集 』 第1巻1,
72頁)こ の 論 稿 は1846年に 『関 税 同 盟 新 聞 』 に 発 表 さ れ
た。
(6)『 リス ト全 集 』 第2巻79-81頁。 ラ フ ァ イ エ ッ トと リ ス
トは7月4日 に オ ル パ ニ ー か ら蒸 気 船 「チ ャ ンセ ラ ー ・ケ
ソ ト」 号 で ニ ュ ー ヨー ク へ 着 き,プ ロ ー ド ウ ェ イ の
Bunker'sMansionHouseに投 宿 した 。
(7)リ ス トは 南 米 の 政 治 的 事 件,特 に 「解 放 者 」(ElLiber・
tador)シモ ソ ・ポ リr-¥ル(Sim6nBolivar,1783-1830)の
活 動 に 注 目 して,後 述 す る 「レデ ィ ン ガ ー ・ア ド ラ ー」 紙
の1826年11月7日号,27年4月3日 号 に報 道 し て い るが,
フ ィ ラ デ ル フ ィ ア滞 在 中 の25年7月 に,当 時 ジ ャー マ ン タ
ウ ンで 修 学 中 の シ モ ンの 息 子 フ ェ ル ナ ン ド ・ボ リバ ル を紹
介 され た 。 『リス ト全 集 』 第2巻81頁 。
(8)この 手 紙(9月7日 付)は 『綱 要 』 の 冒 頭 に収 録 され て
い る。 旅 行 中 ラ フ ァ イエ ッ トと彼 の息 子 が 前 の2台 の 馬 車
に,リ ス トが3台 目の 馬 車 に乗 り,特 別 に 歓 迎 を うけ た 場
合 に は2000人近 い騎 乗 兵 が 続 い た こ と もあ っ て,リ ス トの
名 誉 心 を 大 い に 満 足 さ せ た と い わ れ る。 将 軍 は 息 子 に
ジ ・一 ジ ・ワ シ ソ トン と名 付 け た が,帰 仏 後 の1826年11月
に 息 子 は,彼 と父 が リス トとい っ し ょに 米 国 を旅 行 し た こ
とを 懐 し く回 想 して い る,と リス トに 手 紙 を 出 して い る。
な お,1826年に ラ フ ァ イ エ ッ トの 名 誉 を 記 禽 嘉 て ペ ン シ ル
ヴ ェ ニ ア 州 イ ー ス トソ に 「ラ フ ァ イ エ ッ ト大 学 」 が 設 立 さ
れ,28年2月 に リス トは そ の 初 代 学 長 に 選 ば れ た 。 し か
し,リ ス トは,「 レデ ィソ ガ ー。ア ド ラ ーJ紙 の編 集 長 の契
約 が30年 まで 続 ぎ,米 国 の 大 学 で 国民 経 済 学 の教 授 の 地 位
を 望 ん で お り,炭 坑 業 と鉄 道 業 に 忙 殺 され て い た の で,こ
の 要 請 を 断 わ っ て,代 りに 別 の ドイ ッ か ら の 移 住 者B.
イ ェー ガ ー を 推 薦 し た 。 『リ ス ト全 集 』 第8巻348頁;E.
Wendler,a.a.0.,5.51-53.
2ラ ッピス ト ・コ ロニーの 訪 問。農 場 経
営 の失敗
米 国 へ着 いて早h,ラ フ ァイエ ッ ト将 軍 の後 ろ
楯 もあ って新 世 界 に温 か く迎 え られ た リス トは,
米 国 に定 住 す るた め に仕 事 を探 した(1)。1825年秋
の ピ ヅツバ ー グ行 きもそ のた め で あ った。 の ち に
米 国産 業 革 命 の 中心 地 とな る鉄 工 業 都 市 に つ い
て,リ ス トは次 の よ うに記 して い る②。 「鋳 鉄 所,
すき
蒸気製粉所。何千丁の鋤 のある特許鋤工場。 町は
まった く美 しい。広 い街路,到 る所でハンマーの
音,大 工仕事の音,鋸 をひ く音が聞 こえる。煙 の
中にチクロープ 〔ギ リシャ神話 の巨人〕 のよ うに
大 きな作業場,そ れ と並 んで大 きな長い赤色の鋳
鉄製品や銅,美 しい温室の間に煙 で くす んだ黒 い
板 小屋 が た くさん立 って い る。 木 の幹 まで も石炭
で黒ず んで い る。」
ピ ッツバ ーグか ら遠 くな い所 に,ヴ ュル ッテ ソ
ベ ル クの麻織 物 工 で あ った敬 慶派 で分離 派 の ラ ッ
プ(JohannGeorgRapP,1757-1847)の指 導 の も
とに作 られ た宗 教 的植 民 団 の コ ロニーが あ った。
ラ ップは1803年に渡 米,ペ ンシル ヴ ェニァ州 パ ト
ラー郡 に6000エー カ ーの 土 地 を 求 め て,翌4年
7000人ほ ど の 信 者 と最 初 の コ ロ ニ ー 「ハ ーモ
ニー」 を建設 した 。 この コロニ ーは財産 共 有 制 を
め ぐって分 裂 した の ち1815年に メ ノナ イ ト(メ ン
ノー派)の ツ ィーク ラーに 売却 され,ラ ップは イ
ンデ ィアナ州 ポジ ー郡 に3万 エ イ カー の土 地 を取
得 して 「ニ ューハ ーモ ニー」 を建設 した。 ロバ ー
ト ・オ ーエ ンが消 費共 同生 活 の モデ ル コロ ニーの
建 設 を め ざ し て1824年に 購 入 し た の は,こ の
「ニ ュ ーハ ーモ ニ ー」 で あ る。 ラ ッピス トは そ の
後 ふた た び ペ ソシ ル ヴ ェニ アに帰 り,ピ ー ヴ ァー
郡 に第3の コ ロニー 「エ コ ノ ミー」 を建設 した。
ピ ッツバ ー グへ 行 った折 りに,リ ス トは この コ
ロニー を訪 ね て ラ ップ と食 事 を共 に してい る。「で
きて か ら1年 に しか な らない の にs人hは み ん な
何不 自由な く純粋 に暮 して い る。15か月 前 に は こ
こは まだ 森 だ った。 楽 しげ な満 足 げ な顔 つ き。
100軒ほ どの家,2枚 の風 車 の羽 根 の あ る大 き な
工場,教 会,宿 舎,指 導 者 の 家 は2か 月 以 内 に完
成 す る だ ろ う。 この 家 の後 ろ に は素 敵 な庭 が あ
る。 数 モ ル ゲ ソ の 広 さ で,ぶ ど う園,各 種 の
木 々,オ レ ソジ,レ モ ソ,い ち じ く,恐 ら くア メ
リカの植物,綿,タ バ コ… …。 仕 立場,製 靴 場,
桶屋 の仕 事場,車 大 工 の仕 事場,皮 靱 場,帽 子 製
造場,薬 局 と調剤 室,鍛 冶 場r煉 瓦焼 きか ま ど,
大 型 の打穀 機 と刈込 機 が備 えつ け てあ る。衣 服 や
靴 の必 要 な者 は事 務 所 へ行 って支 給 を受 け る。 病
人 は薬 局 へ。 誠実 で平和 的 で 隣人 に親 切 な人 々の
協 力 を この 国 に作 り出す こ とが で き る,と だ け
言 って お こ う。(3)」「ア メ リカに お け る ヴ ュル ッテ
ンベ ル クの植 民 団 の実践 的 ・宗教 的共 産 主義 に対
す る温 い共 感(4)」と同時 に,リ ス トは この実 験 に
疑 問 も感 じて い た。 「オ ーエ ンの計 画 が 成 功 す る


















































ラ ッ ピス ト ・コ ロニ ー の見 取 図(ニ ュー ハ ー モ ニ ー)



















翌 年 リス トは ニ ュー ヨー ク州 知 事 ク リン トソ
(DewittClinton,1769-1828)宛て の手 紙(草 稿)
に,「エ コ ノ ミーの ラ ップ 氏 の 施 設,あ る い は
ニ ュー ラナ ー クや ニ ューハ ーモ ニ ーの オ ーエ ソ氏
の施設 」 の よ うな施設 を計 画 して い る,と 記 して
い る(6)。た だ し,家 族 と暮 す1000人の代 りに同 じ
数 の13歳か ら16歳まで の若者 を収 容 して教育 す る
とい うもの で,食 料 と衣 料 を 自給 生 産 し,1日
「7時 間 は労 働,5時 間 は 教 育」 に あ て る。 学 習
の あ との 回復 の た めの労 働 労働 のあ との 回復 の
た め の学 習。 生徒 を才能 に応 じて2つ の グル ー プ
に分 け,1組 は科 学 ・工 芸 職 業教 育,他 の1組 は

























際 に清 書 して投 函 され た か ど うかわ か らな い。 し
か し,次 に述 べ る 「レデ ィ ンガ ー ・ア ドラー」 紙
に オ ーエ ソや ラ ップ植 民 団 に関 す る記事 を何度 も
載 せ て い る こ とか ら も,当 時 の ユ ー トピア社会 主
義 の実験 に対す る リス トの 関心 の強 さが うかがわ
れ る(7)。
「田舎 で暮 そ う」 と決 め て いた リス トはsこ の
年 の秋,ペ ソ シル ヴ ェニア州 の州都 ハ リスバ ー グ
の 郊 外 に 住 居 つ きの10ア ッカ ー(1ア ッカ ーは
40.47アール)ほ どの小 農場 をバ ル マ ーか ら購 入 し
た。 英 語 が上 達 す るまで農 業 で暮 しをた て る,と
い うの が 当 時 の ドイ ッ人 移 住 者 に一 般 で あ った。
「家 は大 変 広 く,す こ しお金 を か け れ ぽ ず っ とき
れ いに な るだ ろ う。 下 の見取 図 を見 て くれ 。家 と
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農場 一一牧草地ではない一一 はすべ て丘 の上 にあ
り,町 から1/4マイル しか離れ てい ない。町 の眺
めが素晴 らしく,ペ ンシルヴ ェニア州議会場が正
面 に見 える。十分に広 い ことがお前に もわか るだ
ろ う。台所 の他 に全部 で7室 。全部床材が張 って
しつくい
あって,漆 喰 を塗 ってある。 どの部屋 にも暖炉が
しつ らえられ て,家 屋 とバル コニーの外壁 は銀色
に塗 られている。道路 は賑やかで,こ の場所 は澱
粉工場 や煉 瓦工場 を建 て るのに も向い てい る。
……要す るに,わ れわれが当分,静 かに快適に暮
らす ことがで き,楽 園に改造す ることもで きる場
所だ。」 「私が 〔この農場の〕購入につ いて話 した
人はだれで も,1.値段が格安で,2.収入 をあげ
るのに良い場所 にあ り,3.数年 の うちに3倍 に
値上 りす る,と いって私 の幸 運 を願 った。⑧」購
入 価 格 は920ター ラー(1050ドル),うち500ター
ラーを即金で,残 額を1年 以内に支払 う,と い う
条件 で,11月19日に売買契約 に署名 した{9)。
しか し,一 家に とって 「楽園」 となるはずの農
場 の経営に リス トは失敗 した。農場 を買 ったのが
冬に入ろ うとい う時期で,し か も作付け されてい
ない畑だ った。最初の収穫 まで長期間待たねばな
らず,そ の間慣れ ない気候風土 の もとで農作業 が
必要 で あったが,乳 牛12頭を購 入 してみ た もの
の,こ れ までに農作業 の経験 のない 「ラテン語 の
農夫」(lateinischerBauer)のリス トに は不可 能
であった。結局,買 い手 も借 り手 も見つか らない
ままに農場 は放置 され,渡 航費 と異郷 での生活
費,そ れに農場購入資金1000ドル余の回収の見込
みがたたず,一 家の経済状態は苦 しくなった。
「私 は家族 と悲惨 な冬 を送 っています。頼 りに
な りそ うな相談相手が1人 もいません。収入 の道
が見つか らないのでs10か月間 に何 もか もが値上
りするなかで,用 意 して きた資金 のほぼ三分 の一
を費消 して しまいま した。食 いつ くさない ように
ハ リスーー グの近 くに小 さな地所 を買 って,自 分
で畑 を耕 しs気 晴 らしに火 酒 の醸造 を して いま
す。先の ことは天 のみぞ知 るです。 しか し,私 は
勇気 と威厳 を もって運命 に耐 えてい くつ も りで
す。(10)」
「私 はいま当地 で1人 のア メ リカ農民 の生活 を
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送 りなが ら,そ のかたわ ら,1冊 の著作のため の
材料を集 めています。 この著作は,こ の西 の世界
の最新 の学問的に価値 のある事柄 を含む ことにな
るはずです。 〔ザ クセ ンの出版業者 の紹介 を依頼
す る文章に続 いて〕 それ はそれ として,正 義の 日
の夜 明けが将来いつか私に も到来 して,私 をふた
たび祖国に連れ戻すで あろ うと期待 してい ます。
フランス とイギ リス,特 に北 ア メ リカを旅行 し
てsこ の国 の国民経 済学 と政 治生 活 の高 い学校
(hoheSchule)から学 んだ ことを祖 国のため に利
用で きることが,私 の最 も喜 こぼしい考 えの1つ
です。現在 ヨー ロッパ は大 きな危機 の前夜にある
よ うに思われ ます。 当地で話 され るのは,農 耕 と
牧畜,商 工業,運 河 と鉄道,選 挙 と新 しい法律の
ことばか りです。 アメ リカで生まれた人は十分に
幸福を感 じるで しょうが,〔 われわれ〕移住者は
ドイッ人の心暖 かさと誠実 さ,社 交性 と生の喜 こ
び,ワ イン,詩,歌 と音楽 がないのを寂 しく思い
ます。私の よ うに当局の監視 とい う不断 の嫌 が ら
せを逃れて きた者 だけが,こ の欠乏 に耐 えられ る
のです。(11)」
「それで私 は工業化学,機 械,鉱 業,農 業,要
す るにすべ ての産業論 の基礎を熱心 に勉 強 した。
機会 さえあれぽ,農 耕,製 造業 の各部門,商 業の
実務 を習得 し,新 しい言葉 〔英語〕に習熟 しよ う
と努めた。話題に困 らない よ うに 〔米国の〕歴史
と政治を学 んだ。 それ どころか医学 さえも私には
無縁ではなか った。 いざとい う時のために,救 急
術 を規則的 に学 んだのちに,医 学 の実際に没頭す
る決心を したのだ。北 アメ リカの国制 とすべ ての
社会的 ・経済的事情を くわ しく学ぽ うとした こと
は言 うまで もない。(iz)」
異文化の中で迎 える最初の冬,し のび よる生活
の不安 と抑 えても抑 えても抑 えきれない望郷の思
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いに襲われなが ら,懸 命 に生 きていたあ りさまが
うかがわれ る。
(注)
(1)当時 の ア メ リカ合 衆 国 は24州か ら な り,面 積 と人 ロは 前
頁 の 表 の と お り。 ド イ ッ か ら の移 民 は リス トが 渡 米 した
1825年に は450人で あ った 。 『ア メ リカ歴 史 統 計 』8,106頁。
(2)『リス ト全 集 』 第2巻85頁 。
(3>『リス ト全 集 』 第2巻88,91頁。 リス トが 訪 ね た コ ロ ニ 一ー
は 「エ コ ノ ミー」 で あ った と思 わ れ る が,10月3日 付 け の
妻 へ の手 紙 の 発 信 地 は 「ピ ッ ツバ ー グ 郊 外 ハ ー モ ニ ー」 と
な っ て い る。 書 き間 違 い で あ ろ う。 この 手 紙 に は 「8日 間
当 地 に い る」 と 記 さ れ て い る。 な お,『 リス ト全 集』 第8
巻 に は,9月20日 付 け の ピ ッツ バ ー グ か ら の妻 へ の 手 紙 が
収 録 さ れ て い る。
(4)「国 民 的 体 系 』 第3編 第32章の 中 の 「サ ン ・シ モ ソ主 義
者 」 に つ け ら れ た 編 老 の1人 ゾ ン マ ーの 注 。 『リス ト全 集 』
第6巻608頁 。
(5)『リス ト全 集 』 第2巻90頁 。
(6)『リス ト全 集 』 第2巻295頁 。 これ と同 様 の 「労 働 学 校 」
(Arbeits-Akademie)の構 想 を 『鉄 道 ジ ャ 一ーナ ル』 誌 の
中 で も述 べ て い る,と い う。
(7)「レ デ ィ ソ ガ ー ・ア ドラ ー」 紙 の1826年12月12日号,1827
年7月3日 号,11月27日号,1828年1月8日 号 な ど,ラ ッ
プ と文 通 も し た と い う。 『リス ト全 集 』 第2巻88,279頁。
『農 地 制 度 』132-136頁で も この 植 民 団 に 触 れ て い る。 リス
トは ラ ッ プに つ い て 『誠 実 な考xの,平 和 を求 め る,同 胞
に 親 切 な 人 』 と,ま た オ ー エ ソに つ い て 『静 か な,鋭 い研
究 心 の持 主 』 と記 して い る。 た だ し,こ の 時 に は す で に,
『新 社 会 観 』(1813/14年)にお け る,「 法 改 革 に よ る資 本 主
義 社 会 の 浄 化 」 か ら 『ラ ナ ー ク 州 へ の 報 告 』(1821年)に
お け る 「あ た ら し い 社 会 組 織 に よ る克 服 」(永 井)へ と進
む 「ロパ ー ト ・ナ ー エ ン が 人 類 の 知 識 に た い して 重 要 な 貢
献 を し た 」(コ ー ル)8年 間 は過 ぎ て い た 。 永 井 義 雄 『イ
ギ リス 急 進 主 義 の 研 究 』 第3章;ナ ー エ ン,永 井 ・鈴 木 訳
『ラ ナ ー ク 州 へ の 報 告 』 解 説,を 参 照 。 な お,ヴ ヱソ ド
ラー は,関 税 同 盟 新 聞 の 編 集 者 と して の リス トに会 見 を 申
し こん だ,こ れ ま で未 知 の ・日付 け 不 明 の ・ベ ル ギ ー の 社
会 主 義 者J.B.ジョパ ー ドの 手 紙 を 紹 介 して い る。 『今 晩 あ
な た と,わ れ わ れ が共 有 し て い る よ うに 思 わ れ る社 会 主 義
の 理 念 につ い て 話 し合 うこ とを,私 が どれ ほ ど望 ん で い る
か お わ か りで し ょ う。』E.Wendler,a.a.0.,S.62-63。
(8)1825年11月5日付 の ハ リ ス・ミー グか ら妻 に 宛 てた 手 紙 。
『リス ト全 集 』 第2巻332-334頁。
(9)こ の屋 敷 は 当 時 サ ス ケ ハ ンナ ・タ ウ ソ シ ップ の ワ イ ソ ヒ
ル に あ った 。1834年に フ ォ クス 家 が 購 入 し,4年 後 に マ ク
フ ァ ー ラ ソ ド家 の 所 有 に移 った 。 リス トー 家 の住 ん で い た
家 屋 は取 り壊 さ れ て,現 在 の 家 は1875年に新 築 され た 。 ベ
レ ビ ュ ー ・ロ ー ド21021に現 存 し,"BreezeHill"と呼 ぼ れ
ており濃 場の跡には美い 躰 ミたくさん建っているとい
う。E.Wendler,a.a.0.,S.55-56。
(10>1826年3月1日頃 ラ フ ァ イ エ ッ トに 宛 て て 書 か れ た3通
の手 紙 の うち の1通 の草 稿 。 『リス ト全 集 』 第8巻337-338
頁 。
(ll)1826年3月初 ヴ ァ ン ゲ ン ハ イ ム 宛 て の 手 紙 の 草 稿 。 『リ
ス ト全 集 』 第8巻346-347頁。 ヴ ァ ン ゲ ン ハ イ ム(K。A.v.
Wangenheim,1773-1850)はヴ ュル ッテ ソ ベ ル ク王 国 政
府 高 宜,1811年テ ー ピソ ゲ ソ大 学 監 督 官,1816年文 教 大
臣,当 時 こ の 国 の 改 革 派 の 中 心 人 物 で,若 き 日の リス トは
彼 の懐 刀 で あ っ た 。
(12)『リス ト全 集 』 第1巻II,72頁 。
3「 レデ ィ ンガ ー ・ア ドラー」紙 の編 集
ハ リスバ ー グ と フィ ラデル フ ィアの ほぼ 中間,
ペ ソシル ヴ ェニア州 バ ーク ス郡 に,主 として シ ュ
ヴ ァーベ ン とヘ ッセ ソ出身 の ドイ ッ系 の住民 か ら
な る 人 口5000ほど の 小 都 市 レ デ ィソ グ(Read・
ing)があ った。 ブ ル ーマ ウ ソ テ ィソ の な だ ら か
な山 のふ も と,ス クール キ ル河 が大 き く湾 曲 して
流 れ る絵 の よ うに 美 し い町 で あ る。 「ペ ソ シ ル
ヴ ェニア を合衆 国 の果 樹 園 に改造 した の は ドイ ツ
系 住 民 です 。ω」 「北 ア メ リカで規 則 正 しい垣 根 を
め ぐら し,最 も よ く手 入 れ の と どいた 果樹 園 の真
中 に宮殿 の よ うに大 きな納屋 が小 さな住宅 に並 ん
で立 って い るの を見 れ ぽ,こ の農 園 の所有 者 は ド
イ ッ人 だ とい うこ とがわ か る。②」 とい わ れ る よ
うに,勤 勉 な ドイ ッ系移 民 の作 りあげた豊 か な農
場 や果樹 園 が広 が って いた 。 レデ ィソグ は また 発
達 した農 村工 業都 市 で,こ の地 域 の交 通 の中心 で
あ った。1827年には325の製 粉 ・搾 油 ・製 材所,86
の皮 糠 場,10の 製 紙 工 場,252の醸 造 場,17の 鍛
鉄 所,7の 熔 鉱 炉,16のtilG毛・紡 毛 工場 と1つ の
羊 毛 工 場 が あ り,こ こで はgoo人が 毛 の帽 子 の製
造 に携 わ り,製 品 を南 部 諸州 に売 ってい た。 フ ィ
ラデル フ ィアへ は ス クール キ ル運河 が通 じ,1826
年 に は小麦 粉,石 炭,銑 ウ ィスキ ーな ど約3万
トンの 貨物 が 運 ばれ て いた(3)。
こ この勤 勉 な ドイ ッ系 住 民 は独 自の習俗 を維 持
す る頑 固 な 人hで,い わ ゆ る 「ペ ン シ ル ヴ ェニ
ア ・ドイ ツ語 」 を使 って いた。 した が ってsこ の
町 に米 国 で最 も古 く ・発 行 部数 の最 も多 い ドイ ツ
語 の地 方新 聞が 発行 され て いた の は,不 思 議 で は
な か った。 そ れ が 「レ デ ィソ ガ ー ・ア ド ラー」
(「レデ ィン グの鷲」)紙 で,発 刊 は1796年,1823
年 にJ.リ ッタ ーが 買 い と り,「 バ ーク ス郡 の バ
イ ブル」 と言 わ れ る ほ ど読 者 の信 用 を集 め て い
た。 毎週 火 曜 日に4頁 ただ し第1面 と第4面
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は広告で記事 は第2面 と第3面 一一 ,4段 組みで
発行 され,年 間購読価格 は1ド ル,定 期購読者 は
約2500人であ った。農場経営 に失敗 した リス トは
1826年8月,この ドイ ッ語新聞 「レデ ィンガー.
ア ドラー」 の編集を依頼 された。 その事情 を伝 え
る手紙が2通 ある。
「3週間 ほ ど前 にわれわれ は引越 しました。わ
れわれはいま,フ ィラデル フィアか ら20時間 ほど
のレデ ィングに住んでいます。 この町で私 はある
印刷所と書店およびあるドイッ語新聞の美筒経醤
バ の
者 にな りま した。以前の所有者 で私の現在の共 同
経営者 は,高 齢 と病身のために,店 の所有権 の半
分を もって事業全体 の指導 を引受け ることを私に
提 案 しました。彼 の新聞は内容的 に も経営的に も
ペ ンシル ヴェニアで1番 良 いので(2500人の購読
者がいます),も う1度 引越す のは骨 が折 れ ます
が,私 は喜 こんで この提案を引受けま した。私 の
共同経営者 のジ ョン ・リッター氏は生粋のアメ リ
カ人 で,お 金 もあ りきわめて公正 な人物 で,わ れ
われ に好意的です。です か ら私は当地 で快適に仕
事 を続 け,か な りの収入が保証 されています し,
妻に とって もここは非常に良いよ うです。ω」
「私の事情 について当地で は不平 を言 うことは
で きませ ん。私は当地 の ドイ ッ語の(週 刊)新 聞
と次の よ うな契約 を結びま した。私が政治記事 を
書 いて,十 分に暮 してゆ ける給料を受 けとるので
す。契約 は1830年までですがTそ の時 には私 はど
こかで国民経済学 の教師 として そ うなること
が最大の望みです 踏みだす ために,市 民権だ
けで な く英語 の力 も十 分 に獲 得 してい る こ とで
しょう。㈲」
リス トが この新 聞の編集 を始めたのは一一→編集
者 の交代 は紙面に公告 され なか った一一 遅 くとも
1826年9月で,以 後,記 事 の内容 も文章 もよ く
なってい るとい う。年俸700ドルの安 定 した仕事
が見 つか ったの で,一 家 は レデ ィングに引越 し
た。最初はペン通 りにある 「ア ドラー」の印刷所
の うしろの4室 に住み,の ちに北5番 通 りに家を
購入 して,30年の夏 まで ここに住 んだ。末 の娘 の
カ ロリーネは1829年1月20日に ここで生 まれた。
「レデ ィンガー ・ア ドラー」紙(1826年11月21日
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号)に リス トはジャーナ リス トとしての 自分 の義
務 について,次 のよ うに書 いて いる。「一般 的 な
場合 と同様 に この特別の場合 にも,わ れわれ はわ
れわれの"を 大事 な ことと思 っている.紙
面 にその場限 りの興味 を与 えた り,教訓的に,ま
た面 白く見せ かけた りす るために,わ れわれは決
して空中楼閣 を築かないであろ うし,ま た,読 者
が軽薄 な栄光 に名 を とどめよ うと試みて肋骨を折
らないか どうかを考慮せず に,こ の空 中楼閣を読
者 に真実であ ると吹聴 しないであろ う。 これに対
して,十 分 に調査 した結 果 きわめ て有 益だ とわ
か った新 しい企画につ いては,わ れわれは声を大
に して発言す ることを躊躇 しないであろ う。(6)」
リス トが編集 を引受けていた4年 間に 「レデ ィ
ソガ 一ー・ア ドラー」紙 の定期購読者 は3600人に増
加 した。 リス トの執筆 した記事 には最初の頃には
経済問題が多 く,の ちには国民的 ・政治的 な性質
の時事問題がふえた,と ノ ヅツは述べている。紙
面が限 られていたので短編で,一 番長 い論説は26
年11月1日か ら5回 に分 けて連載 された 「ペ ンシ
ル ヴェニアのぶ ど う栽培」 であった。歴史学派経
済学 の泰斗 ロッシャーは リス トを 「まさし くこれ
までの最大の ジャーナ リス ト」 と呼 び,ジ ャーナ
リス トとして政治的 ・経済的問題 において世論 に
及ぼ した リス トの影響 の大 きさをレ ッシングの ド
ラマ トゥルギーが及 ぼした審美的影響の大 きさと
比較 している(7)。
「レデ ィンガー・ア ドラー」紙 の編集を引受けて
レデ ィングに移 った翌年,リ ス トは レデ ィング ・
フ リーメイスン団 に入団 した(試 験は2月7日 ,
入団は3月7日)。 「フ リーメイス ン団 ロッジ,62
番F&A.M.」 とい うのが彼の番号であ る。最初
は徒弟位階 に入 り,4月5日 に職人位 階に,5月
2日には上級 の親方位階 に昇進 した。 しか し,リ
ス トの フリーメイス ン団での活動 は短期間で終 っ
た。 フ リーメイス ンは周知 のよ うにイギ リスで始
ま りrヨ ーロッパから米国に広 まった世界最大の
国際友愛 団体である。 リス トが これ に加入 した こ
とはその後の彼 の活動 に とって も何が しか効果 が
あった で あ ろ う,と ザ リーン は推 定 し てい る。
『国民的体系』の扉 にあ る 「祖 国 と人類 のために」
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(Etlapatrieetrhumanite)のモ ッ トー は フ ラ ソ ス
の ロ ッジ の 標 語 で あ った 。 ラ フ ァ イ エ ッ ト将 軍,
ス イ ス の 政 治 家 フ ォ ソ ・エ ヅ フ ィ ソ ゲ ソ,フ ィ ラ
デ ル フ ィア の銀 行 家 ジ ラ ル ド,小 ス ク ー ル キ ル 鉄
道 の パ ー トナ ー の ヒ ー ス タ ー 博 士,大 統 領 ジ ャ ク
ソ ソ も フ リー メ イ ス ン で あ った 。
(注)
(1)『リス ト全 集 』 第2巻260頁 。
(2)『遺 書 』79頁。
(3)W.Notz,a.a.O.,S.21i,E.Wendler,a.a.0.,S.650
(4)1826年10月4日付 のStah1&Federer宛て の 手 紙 の 草
稿 。 『リス ト全 集 』 第8巻348頁 。 フ ェデ ラ ー(F.Feder-
er,1799-1883)はシ ュ トゥ ッ ト ガ ル トの 銀 行 の 所 有 者 。
渡 米 に 際 し て リス トは この 銀 行 に 一 般 代 理 権 を 委 任 し た。
『リス ト全 集 』 第2巻68頁 の 脚 注 。
(5)1827年7月半 ぽ の ゲ レ ス 宛 て の 手 紙 の 草 稿 。 『リス ト全
集 』 第8巻351頁 。 ゲ レ ス(J.v.Gbrres,1776-1848)はナ
ポ レ オ ソ に 敵 対 した 「第5の 強 国 」 とい わ れ た コ ブ レ ソ ツ
の"RheinischeMerkur"の編 集 者 。1819年に解 任 ・追 放 さ
れ て フ ラ ン ス とス イス へ 逃 亡,26年 に カ ト リ ック 運 動 の精
神 的 指 導 者 と して ミュ ン ヘ ン大 学 に職 を 得 た 。 な お,『 リ
ス ト全 集 』 第2巻 の 「序 論 」 に は,宛 先 人 不 明(恐 ら く
ゾ ー デ ソ か バ ーダ ー)の 手 紙 の草 稿 の 一 部 が 引 用 さ れ て い
る。 この 手 紙 は ゲ レ ス宛 て の 手 紙 と同 文 で,た だ 給 料 の あ
と に 「700ドル の 」 と い う言 葉 が 入 っ て い る。 『リス ト全
集 』 第2巻11頁 。
(6)W.Notz,a,a,O.,S213,214;E.Wendler,a.a,0.,S.
66,67.当時 の リ ス トの 思 想 を 知 る 材 料 を 紹 介 す る と,
1。1828年に ギ リシ ャ の 自由 主 義 運 動 が 世 界 中 に 広 い共
感 を獲 得 した 時,リ ス トも この 運 動 を 支 持 し,「 ア ドラ ー 」
紙 の読 者 に,マ シ ュ ー ・ケ ア リー の指 導 で フ ィ ラデ ル フ ィ
ア市 民 に よ っ て 組 織 さ れ た 救 援 事 業 を 生 活 物 資 の 拠 出 に
よ っ て 促 進 す る よ うに呼 び か け た 。2、南 ア メ リカ の 偉 大 な
解 放 の 英 雄 「解 放 者 」 シ モ ン ・ボ リパ ル に よ って,当 時,
成 功裡 に遂 行 され て い た スペ イ ソの 支 配 か らの 解 放 は,リ
ス トにお い て 温 か い弁 護 人 を見 出 した 。3,同じ よ うな 好 意
を リ ス トは ア メ リ カ の 原 住 民 に 対 して も 表 明 し た 。W.
Natz,a.a.O.,S.227.
(7)E.Wendler,a.α0.,S.67,68.ヴェ ン ドラ ー に よれ ぽ,
G.Mollat,KernsprucheandKernsatzeausFriedrich
ListsSchriften,Leipzig,1908,には,す べ て の 引 用 句 辞
典 に 匹 敵 す る金 言 が 含 ま れ て い る,と い う こ とで あ る。
4炭 坑と鉄道の事業経営
レデ ィソグの あ るバ ーク ス郡 の北 隣 りの ス クー
ル キ ル(Schuylkill)郡で はs18世 紀 末 以 来,石
炭 を産 出す るこ とが知 られ てい た が,リ ス トが渡
米 した1825年に な って石炭 ブー ムが到 来 し,人h
は新 しい炭 層 の発 見 に血 眼 に な った。 リス トもみ
ず か らポ ッ ツ ヴ ィル(Pottsville,レデ ィン グの北
北 西70マイルほ ど)へ 行 って調 査 した 結 果,炭 層
が北 東 の方 向へ伸 びて い る こ とを確 信 し,そ こか
ら東 北 東 に30マイル ほ どの ス ク 一ール キ ル河 の第2
の水源 地(小 スクールキル河)の 付 近(現 在 タマク
アTamaqua市のある辺 り)に 無煙 炭 の豊 富 な炭 層
を発見 した 。 そ の近 くのマ ハ ノイ峡 谷 に も炭 層 の
あ る ことがわ か った。 彼 は格安 の値 段 で坑 区 を手
に入 れ た。
の ち に 「ザ ク セ ソの 鉄 道 制 度 論 」(1833年)の
中 で この炭 坑 に つ い て 次 の よ うに記 して い る(1)。
「これ らの炭 坑 は恐 ら くこれ まで で最 も豊 富 な も
ので あ る。 タマ ク ア付 近 には ほぼ垂 直 に50本の石
炭 の 層 が あ り,そ の 幅 は最 大 の も の で60フィー
ト,最 小 の も の で8フ ィー ト,海 抜900フィー ト
で,深 さは100フィー ト掘 って も まだ 底 に達 し な
い。1本 の炭 層 の 開発 に英 国 で は ・'万 ポ ソ ド
の費用 が か か るが,こ こで は掘 り出 した石 炭 で支
払 わ れ る。1ト ン即 ち20ツェソ トナ ー掘 り出す の
に,日 給1%～1%ド ル と して60セソ ト即 ち20グ
ロ ッシ ェソ以上 は かか らない。」
炭 坑 の 開発 には輸 送 のた め の交 通 の整備 が必要
で あ る。 ペ ンシル ヴ ェニア州 で は道路 が主要 な交
通 手段 であ った が,1820年頃 か ら人 口増 加 や鉄 ・
機 械 ・石 炭 の需 要増 大 に伴 って 水路 の 整備 が 急速
に進 んだ 。 そ して,エ リー運 河 網(ニ ューヨーク
州)を 手 本 に1840年頃 まで にそ の3倍 の水 路網 が
完 成 す る こ とに な る②。
最 初 の大 規 模 な運 河 の建設 は 「ス クール キ ル水
運 会 社 」 に よって1815年に着工 され,ス ク ール キ
ル河 を改修 して水 門 とダ ムを利 用 す るス クール キ
ル運河(全 長108マイル)が1825年5月 まで に完 成
した。 これ に よ って フ ィラデ ル フ ィア とポ ー ト 。
カー ボ ソ(PortCarbon,ポッツ ヴィルの北)の 間
が 航 行 可 能 と な り,フ ィラ デ ル フ ィア は ポ ッツ
ヴ ィル炭 田 か ら この運河 を利 用 して直 接 石炭 を供
給 され る よ うに な った。1826年の 石 炭 輸 送 量 は
1.7万トソ(船 荷全 体 の1/2)で,小 麦 粉,木 材,
ウ ィス キ ーを 大 き く引 離 し,32年 に は21万 トン
(船荷 全 体 の2/3)にふ え て い る。26年2月 に は
「ス ク ール キ ル東 区 水 運 会 社 」(1815年設立)が タ
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マクア～ポー ト・ク リン トン間の運河建設 の認可
を ペ ンシル ヴェニア州 議会 か ら獲得 した。小 ス
クールキル河 も航行 可能 に なる ことが期待 され
た(3)。
しか し,こ の会社 は必要な建設資金 を調達す る
ことがで きず,ま た地質調査 の結果,運 河 の建設
は困難だ とわか った。 リス トはペソシル ヴェニア
州知事の甥の ヒースター博士(4)と協力 して,タ マ
クアの炭坑 とポー ト・ク リン トンの間 を運河 でな
く鉄道 で結 ぶ ことを会社に働 きかけた。 その結果
28年4月,会社は運河の代 りに鉄道建設 の認可を
得 た。米 国で(恐 らく世界で も)最 も早 い鉄 道建
設計画 の1つ で あろ う(5)。3年以 内に着工 し,遅
くとも7年 以内に完成す る計画であ った(1831年
秋に開通 した)。この時 リス トは運河 より鉄道建設
を主張 したが,そ の理 由 を 『北 米通 信』(1828年
9月1日 付の第5書 簡)の 中で次 の よ うに述べ て
いる⑥。「当地 で も意見 は分れ てい ます が,多 数
意見 は最近 では鉄 道 に賛 成 です。 その理 由は,
1.氷 結 や大 雨 に よ る不通 〔期 間〕が ず っと短
く,2.建 設費 と維持費がず っ と少額で,3.工
事 がず っと早 く進行 し,4.輸 送 が ず っと迅 速
で,5.不 測 の障害がず っと少な く,6.建 設 中
に も出来上 った区間か ら利用で きるか らで,こ の
事情 は建設費をいちじる しく引下げ,工 事を続 け
る勇気 と努力を保ち,増 大 させ ます。」
リス トが炭坑 を発見 し,坑 区を購 入 したのは こ
の頃だ と思われ る。彼 は鉄道建設を決意 して用地
の買収 に乗 りだ した。彼が提示 した条件 は,所 有
地 の半分を有利 な価格で譲 って くれれば5年 以内
に小 スクールキル河沿 いにク リン トン(ス クール
キル運河の港)ま で鉄道 を建 設す る,と い うもの
だ ったが,鉄 道建設 による土地の値上 りを見込ん
で全員が売却 に同意 した。最初の用地買収契約は
1828年12月に結 ばれ,29年初 め には最 大 の地 主
フィラァルフ ィアのモルガンが6000アッカー余 を
売却 した。2000ドルの年金を少 な くとも10年間支
払 う条件であった。必要な用地8125アッカーの買
収に6万1050ドル,全 長20マイル余 の路線 の建設
に4万 ドル,合 計約10万ドルの資金が必要 とい う
見積 も りで あった(7)。「こ うして将来 の採鉱 に特
一147一
別 の 価 値 を もつ1万 ア ッカ ーの炭 田 と1万7000
ア ッカ ーの森 林 の所 有権 が ,2つ の町 〔炭坑 の 中
心 の町 と鉄 道 か ら運 河 へ 積 み か え る運 河 沿 い の
町〕 の建設 に当 然定 め られ た土地 の所 有権 と とも
に確 保 され た の ち に は,鉄 道 建 設 に100万ドル を
前 払 い して くれ る資本 家 を さほ ど困難 な く見 つ け
る ことがで きた。 事業 が 完成 した らす ぐ土地 を売
れ ば少 な くとも3倍 の金額 が得 られ るだ ろ う,と
い う こ とを 彼 らに 容 易 に 納 得 さ せ た か ら で あ
る。(8)」晩 年(1845年)の回 想 で あ る。
「ス ク ー ル キ ル 東 区 水 運 会 社」 は1829年4月
23日に 「小 ス ク ール キル 水運 ・鉄 道 ・石 炭 会 社 」
(TheLittleSchuylkillNavigation,Railroad
andCoalCompany《資本金70万ドル)と 改称 され,
ヒー ス ター と リス トが代 表 に選 ばれ た。2人 は10
万 ドル の融資 を求 め て フ ィラデル フ ィアの ジ ラル
ド銀 行 と交 渉 に入 った 。 この交渉 は契 約 書 の草 案
を作 成 す る と ころまで進 ん だの に不 調 に終 り,結
局,12月 に フ ィラデル フ ィアの トー マ ス ・ビ ドル
銀 行 と契 約 が成 立 して20万 ドル の融資 を受 け る こ
とが で きた。 そ の間 に会社 は株 式 を募 集 し,ヒ ー
ス タ ーが社 長,リ ス トが 副社 長(6人 の取締 役 の
1人)に 就 任 し,2人 は私 有 す る坑 区 の 大 部 分 を
会 社 に売 却 して会 社 の株 を取得 した ⑧。
工事 は1830年夏 か ら1年 半 か か って,翌31年11
月 に タマ ク ア とポ ー ト ・ク リン トソ間全長22マイ
ル が完 成 した。工 事 を指導 した技 師 は30年6月 に
採 用 した27歳の ロ ピン ス ンで,彼 はの ち に初期 鉄
道 時 代 の技 師 と して名声 を得 る。 レール に は鉄 を
被 せ た木 製 レ ール を使 うこ とに して英 国 に発注,
蒸気 機 関 車 も2台(コ メ ッ ト号 とカタ ヴィサ号)リ
ヴ ァプ ール の エ ドワー ド・バ リー会社 に発 注 した。
11月18日の 開 通 式 当 日,一 番 列 車(馬 に牽 かれた
客車 と貨車}蒸 気 機関車 は33年初 め に納 品,4月 か
ら運行)が 通 った の ち,タ マ ク ア の キ ース キー ・
ホテ ルで 祝宴 が 開 か れ,社 長 の ヒース タ ーは挨拶
の 中 で,ヨ ー ロ ッパ旅 行 中(31年10月10日ル ・アー
ブルで乗船,米 国へ)の リス トの功績 を讃 えた。
「…… わ れ わ れ の仕 事 の成 功 が い か に リス ト教
授 の 才能 と英知 と堅 忍 に多 くを負 って い るか を認
め る こ とは,私 の最 も喜 び とす る と ころで あ りま
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す。……私 は乾杯 の言葉を こ う申します。 リス ト
教授 無煙炭 を ヨーロ ヅパ市場に売 りこも うと
い う教授の努力に感謝 して。qo)」
ヒースターは1832年4月に社長 を退 き,33年か
ら 「フィラデル フィア ・レデ ィソグ鉄道会社」の
設立に携わ った。 この会社は米国最大の鉄道会社
の1つ に発展 し,リ ス トが関係 した上記の会社 も
1863年に吸収 された。 リヴァプールの・ミリー会社
か ら蒸気機 関車が届 いたのは リス トー家 が米国を
去 ったあ とで,試 運転 の結果,鉄 を被 せ た木製
レールでは弱す ぎることがわ か り,鉄 製 レールに
取 りか えね ぽな らなかった。 タマクア とポー ト・
ク リソ トソ間22マイルを3ト ソ積みの貨車16輔を
ひいて2時 間半で走 り,1日2往 復,ほ ぼ200ト
ソの輸送能力であ った。定期的に石炭を輸送す る
蒸気機関車 としては米国で最初である。 この鉄道
は最初 の10年近 く赤字で あったが,1840年に延長
してからフィラデルフィア,バ ヅフア ロー,ナ イ
ア ガ ラの滝 を結 ぶ路 線 の重 要 な1区 間 に なっ
た(lk}。
小スクールキル鉄道 は急速 に発展す る米 国の鉄
道網の中のほんの1区 間にす ぎないが,こ の時の
経験は米国の鉄道 ばか りでな く,リ ス トに よって
ドイッの鉄道建設 にも役立て られた。ただ し,リ
ス ト自身は この仕事か らあま り金銭的 な利益を得
なかった。彼 は所有す る会社の株 を1830年に1070
株,32年に535株ビ ドル銀行 に担保 に入れたが,
さ らに帰独後 の36年9月に ヒース ターに手 紙 を
送 って ピ ドルか らの借金 を 申 し こん でい る(i2)。






LeipzignachDresden.『リ ス ト全 集 』 第3巻1,156頁,
注1;E,Wendler,a.a.0.,S.69.
(2)『 カ タ ロ グ 』122頁 。
(3)『 カ タ ロ グ 』122頁 。E.Wendler,a.a.0.,S.71.
(4)ヒー ス タ ー(Dr.lsaacHiester,1785-1855)はレ デ ィ ソ
グ の 医 師 で バ ー ク ス 郡 医 師 会 の 初 代 会 長 。 の ち 「小 ス ク ー
ル キ ル 水 運 ・鉄 道 ・石 炭 会 社 」 「フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ・レ デ ィ
ン グ 鉄 道 会 社 」 の 設 立 に 携 わ る 。 彼 の 家 は リ ス トが 最 初 に








さらに2本 建設 された。続 いて27年に長 さ9マ イルの鉄
道,28年に1マ イルほどの鉄道,29年に4マ イルほどの鉄
道が建設 された。 これらの場合,貨 車は労働者(人 力)に





業の1つ のために この企業はすでに1830年以来活動 し
てい まーす一 資本金50万ドル(お よそ70万ザ クセ ソター
ラー)の 株式会社を設立す ることに成功 しました」 と記し
ている。前掲箇所。
(6)MitteilungenausNordamerika,『リス ト全 集 』 第3巻
1,84-85頁。
(7)『カ タ ログ 』124頁
(8)UberdienationalokonomischeReformdesKtini-
greichsUngarn,『リス、ト全 集 』 第3巻1,513頁 。
(9)リ ス トと ヒ ー ス タ ーは 建 設 資 金 の 調 達 に奔 走 し,「融 資
先 を 求 め て14か月 間 に お よ そ3000マイ ル 歩 い た 。」W.o.
Henderson,FriedrichList.EconomistandVisionary,
1789-1846,P.126;E.Wendler,a.a.0.,S.71.なお,ジ
ラル ド(Stephen,Girard,1750-1831)は没 年 に 米 国 最 大
の 富 豪 と い わ れ た 。 ピ ドル 銀 行 の融 資 を うけ る に 当 っ て,
トー マ ス の 弟 で 共 同 出 資 者 の エ ド ワー ド(EdwardR.
Biddle)を支 配 人 と し て会 社 に 迎 え た。
(10)BerksCountyandSchuylkillJournal(1831年12月3
日号)よ り抜 粋,「 リス ト全 集 』 第3巻II,686頁。 そ の 独
訳 は 『カ タ ロ グ』125頁,E.Wendler,a.a.0.,S.72-73.
(11)『カ タ ロ グ』125-6頁。E.Wendler,a.a.0、,S.72-73.
(12)「リス ト全 集』 第8巻481-3頁。E.Wendler,a.a.o.,s.
73-74.
5保 護関税運動への参加
リス トが着 いた頃,米 国では対英貿易政策 をめ
ぐって 自由貿易論 と保護 関税 論 とが対立 してい
た。綿 と米 とタバ コの輸出に依存す る南部 は自由
貿易を,工 業 の発達 しつつある北部 は関税引上 げ
を要求 していた。東部 ではニューイソグラソ ドの
毛織物工業家 は保護関税陣営 に,海 運業老 と特に





ister》の編 集 者 ナ イル ズ(HezekiahNiles,1777-
1839)で,リス トは渡 米 以 前 に この新 聞 を知 って
いた。 も う1人 は フ ィラデル フ ィアの有 力市 民 ケ
ア リーで,出 版 者,文 筆 家 と して知 られ た ア イル
ラ ソ ドか らの移 民 で あ る。 「中 部 の中 で一 貫 して
保 護 主 義 の拠 点 とな った」(宮 野啓 二)ペ ン シ ル
ヴ ェニ アの製 鉄業 と毛織 物 工業 が この運 動 の支 持
基 盤 で,ケ ア リーはそ の イ デオmク で あ った。
前 述 の よ うに,リ ス トは渡 米直 後 の1825年7月20
日の祝宴 で保 護 関 税運 動 の有力 な メ ソパ ー と接 触
してい た。
さて,1824年に議 会 を通 過 した 関税 法 は(1),南
部 の 自由貿 易 陣 営 か ら攻 撃 を うけ た ば か りで な
く,北 部 の保 護 関税 陣 営 に とって も満足 で きる内
容 で は なか った。 関 税 率 引上 げ の運 動 は盛 りあ が
り,外 国製 毛 織物 に対 す る関税 引上 げ を 内容 とす
る新 法 案(WoollenBill)がマ ロ リー-i議員 に よ っ
て提 出 され た(1827年1月10日)。この法 案 は南 部
の利害 の熱烈 な擁 護者 で あ る副大統 領 カル フー ン
(J.C.Calhoun)の裁 決 権 に よっ て否 決 され た。 そ
こで次 の議会 に向 け て両 陣営 の活動 は エ ス カ レー
トした。 関税 引 上 げ運 動 の 中心 に なった の は 「ペ
ン シ ル ヴ ェニ ア 工 業 技 術 促 進 協 会」(Penn-
sylvaniaSocietyforthePromotionofManu-
facturesandtheMechanicArts,会長テ ィルマ ン,
副会長 イ ンガー ソル,書 記 フィッシ ャー)で,5月
14日フ ィラデル フ ィアで開 か れた 総 会 で,関 係 諸
州 で は6月 中 に で き るだ け早 く会 合 を開 いて,7
月30日か ら8月3日 までハ リスバ ーグ で開 かれ る
大 会(HarrisburgConvention)に出席 す る代 表 者
を各 州 少 くと も5人選 ぶ よ うs14州の毛 織 物 関 係
者 に激 を発 した(2)。
リス トが彼 の経 済 学説 の根 本 問題 を提 起 して理
論 家 として の第一 歩 を踏 み だ す こ とに なった 『綱
要 』 は,こ の よ うな状況 の中 で 生 まれ た。 そ の経
緯 はお よそ 次 の よ うで あ った と思 わ れ る。 「協 会」
の副会 長 イ ン ガー ソルが リス トに対 して,保 護 関
税 政策 を支持 す る立場 か ら 自由貿 易陣 営 の指 導 者
ク ーパ 一ー(ThomasCooper,1759-1939)の主 張 を
反駁 す る小冊 子 をや さ しい形 式 で書 く ことを勧 め
た。 リス トは病 気 の 回復 を ま って,イ ソ ガー ソル
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の助言 を いれ て,依 頼 され た啓 蒙 的論 説 を ドイ ツ
語 で な く英語 で,12通 の手紙 の形 式 で書 い た。12
通 の手 紙 の 日付 け は,1827年7月10日か ら29日ま
で とな って い る。7月24日 付 けの イ ソ ガ ー ソル の
リス ト宛 て の手 紙 に よれ ぽ,リ ス トが 関税 問 題 を
取 扱 った多 数 の論 説 を手 紙 の形 式 で イ ソガ ー ソル
にす で に送 った こ とが 明 らかだ とい う(3)。また,
8月1日 付 け のハ リス バ ー グか らの妻 に宛 て た リ
ス トの 手 紙 に は,イ ン ガ ー ソル が リス トの 論 説
(手紙)の 内容 を 高 く評 価 して,大 会 の会 期 中 に
公 表 し,ワ シ ソ トンの国民 新 聞 とす べ ての重 要 な
Staatsblatterにイ ン ガ ー ソル の推 薦 文 を つ け て
印刷 させ よ うと言 った こ とが 記 され て い る{4)。こ
れ らの点 か らみ てsリ ス トは論 説(手 紙)を 書 き
あげ て イ ンガ ー ソル に送 って か ら,ハ リスパ ーグ
大 会 に 出席 した ので あ ろ う。
12通の手紙 は イ ソ ガー ソル が約束 した とお り,
フ ィラデル フ ィアの 「国民 新 聞」(TheNational
Gazette)に「ア メ リカ体 制」(TheAmericanSys-
tem)のタ イ トル で発 表 され て,大 きな反 響 を ま
きお こした⑤。 反 響 に喜 こ んだ協 会 は,著 者 に感
謝 を 表 して11月3日 に フ ィラ デ ル フ ィア の ホ テ
ル ・マ ンシ ョソハ ウスで祝 宴 を 開 いて リス トを招
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イエ ッ トの署 名 入 りの旅券 を所持 し,政 治 経済 学
の学 識 に よ って認 め られ て お ります 」 とい うイ ン
ガ ー ソルの紹 介 に続 い て,リ ス トは英 語 で ス ピ ー
チを した。 この ス ピ ーチ は上 記 「国民 新 聞」 を は
じめ 多 くの新 聞 に掲載 され,さ らに小 冊 子 と して
出版 され た⑥。 「国 民 新 聞」 に 発 表 され た12通の
手 紙 も同年12月に 『ア メ リカ経 済 学 綱 要 』(Out-
linesofAmericanPoliticalEconomy)とい う表 題
の 仮 と じの 小 冊 子 と して 協 会 に よっ て 出版 され
た。 リス ト自身 の記 して い る と ころで は,小 冊 子
(『綱 要』)は数 千 部 売 れ,そ の ほ か15以上 の地 方
新 聞 に再 録 され るほ どの大 きな反 響 を 呼 ん だω。
だ が,こ の 出版 には1つ の疑 問 が あ る。
この小 冊 子 は2つ の部 分 か らな ってい た。 第1
の部分 は第1書 簡 か ら第8書 簡 まで8通 の手 紙 と
イ ソ ガ ー ソル の序 文,第2の 部 分 は第9書 簡 か ら
第11書簡 まで の3通 の手 紙 か らな る 「ア メ リカ経
済 学綱 要 の付録 」 で,第12書 簡 は 「国民新 聞」 に
発 表 され た のに小 冊 子 に は載 らなか った 。 そ の理
由 は これ まで不 明 とされ てい た が,ヴ ェン ドラー
は 自分 で発 見 した協 会 の秘 書 フ ィ ヅシ ャーか ら リ
ス トに宛 て た 手 紙(27年12月14日付)の 内 容 に も
とつ い て説 明 して い る(8)。「イ ン ガ ー ソル 氏 と私
は相談 して,あ なた の最後 の3通 の手紙 〔第9,
10,11書簡 の こと〕 を序言 をつ けず に公表 す る こ
とに しま した。 … …12番目の手 紙 を なぜ 〔小 冊子
に〕掲 載 しない か,そ の理 由 は政治 的 な もの で,
ゴ 　 ル
これを発表す ることであなたの 目的 とわれわれの
目的に支障が生 じるのではないか,と イソガー ソ
ル氏 が考}た か らです。」次項 で述べ る大統領選
挙 とも絡 んで,イ ソガーソル(協 会)の 立場 は リ
ス トの出 した12通の手紙 の うち最初の8通 には同
意,次 の3通 にはある種 の留保,最 後 の1通 には
若干 の隔 りを示 していた とい うのであ る。小冊子
の表題が最初 に新 聞に掲載 された時の 「アメ リカ
体制」でな く 「ア メ リカ経済学綱要」 と変 ったの
も,こ の点 と関係 してい るのであろ う。
リス トの論 説(手 紙)の 好 評 を 喜 こんだ協 会
が,「国民新 聞」への掲載 がまだ完結 していない
11月3日に リス トを祝宴に招待 したことは前述 し
たが,協 会は さらに11月27日の総会で リス トに対
して政治経済学 に関す る2冊 の本を書 くよ うに依
頼す る ことを決議 した(9)。1冊は学 習用,も う1
冊 は特 に米国の事情 を考慮 した大 きな著作 で あ
る。彼 はこの申 し出を早速29日付の手紙でラファ
イエ ッ ト将軍に知 らせ ている(lo)。「ペ ンシル ヴェ
ニア協会はアメ リカ国民経済について包括的 な著
作を書 くよ うに私に依頼 してきま した。私はいま
これか らの私の生活 がこの国で十分役に立つ もの
と思 っています。私 の運命 のこの幸運な変化 は大
部分,親 愛 な る将軍,あ なたに負 うものです。」
この うち大 きな方の著作 につ いて,彼 は 「アメ リ
カの経済学者」(TheAmericanEconomist)とい
う表題 の2巻 本 を構 想 していた。 ワシ ソ トソの
《DailyNationalIntelligencer》(1828年2月4
日号)に,当 時の慣習 に したがって,27年12月22
日付 の著 者 の書 いた次 の よ うな予告 が載 ってい
る(11)。
「……著者の意図はア メ リカ体制 を科学的 に基
礎づ け,全 体像 を描 くことにある。本書において
著者 は経済学上 のあらゆる争点を簡単 にわか りや
す く取扱 う。著者 は,自 由な国がすべ てそ うであ
るよ うに,経 済学 がこの国で適切 に,大 衆にわか
りやす く,ま た与 えられた条件 に適用 できるよ う
になるよう,こ の学問を コモンセンスの用語 で提
示 しよ うと試み る。著者 は旧学派 の著作家に よっ
て,な いしは この国の偉大 な為政者や洞察力ある
著者に よって くわ しく説かれたすべての重要 な真
理 を描 こうと試み るが,そ れ ばか りでな く,高 く
賛美 された体系の誤解 と欠陥を暴 きだす ことも試
み る。 …… この重要 な学 問 は アダ ム ・ス ミス と
ジャソ ・バチス ト・セイの作品 においては秘密 と
混乱 と矛盾 に包まれていたのである。本書 は単科
大学 と綜合大学 の学生,立 法者 ならびに政治家,
教育 を受 けた人h,製 造業者,農 業者,ビ ジネス
マソのために書かれた。」
「アメ リカの経 済学 者」 の予約 は4月16日で91
名 と好調だ った。財務長官 ラ ッシも リス トに手紙
を送 って,新 著の刊行を歓迎 し期待 してい ると記
した(12)。しか し,こ の 本 は結 局,完 成 しな かっ
た。 その理 由は,彼 自身が 『国民的体系』の緒言
に記 してい るところによれば,前 述の炭坑 と鉄道
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の事 業 が 著 書 の 完 成 を妨 げ た た め で あ った。 『リ
ス ト全 集 』 第2巻 に は そ の断 片 が 収 録 され て い
る。
「ア メ リカの 経 済 学 者 」 は完 成 しな か った が,
同 じ28年に リス トはみ ず か ら,ま た協 会 の依 頼 を
うけ て,さ らに数編 の小論 を書 い て い る。1つ は
ヴ ァ ・ージ ニア州知 事 ジ ャ イルズ(W.B.Giles)宛
て の手紙 の形式 でConstitutionalWhig《(1828年
2月2日 号 と2月27日号)に 発 表 した も の で,こ
れ は同紙 の1月12日 号 に掲載 され た知 事 の論 稿 の
中 に リス トを誹霧す る文言があったのに対す る反
駁 で あ る(13)。リス トは28年1月 ・・リス バ ー グ 滞 在
中 に ジ ャ イ ル ズ の 論 稿 を 読 ん で 即 座 に 反 論(第1
の 手 紙1月13日 付)を 書 い た 。 こ れ に 続 い て2
月2日,同 地 の 議 会 で ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア州 の 議 員
を 前 に》LectureontheBostonReport,andpar-
ocularlyonitsPrinciplesrespectingtheLanded
InterestofPennsylvania《と題 す る 講 演 を 行 な っ
た 。 こ れ が 「ハ リ ス バ ー グ 演 説 」(Harrisburg
Address)で,そ の 内 容 は ボ ス ト ソ の 商 人 リー
(H.Lee)が 前 年 に 発 表 した 》ReportofaCom-
mitteeoftheCitizensofBostonandvicinity
opposedtoafurtherIncreaseofDutiesof
Importations《(Boston,1827)を批 判 し た も の で
あ る。 「国 民 新 聞 」(2月25日 号)に 掲 載 さ れ,『 リ
ス ト全 集 』 に も収 録 され て い る(14)。同 じ く リー の
論 稿 を批 判 した も の に》ReviewoftheReportof
aCommitteeoftheCitizensofBostonand
vicinityopposedtoafurtherincreaseofduties
onimportation《が あ る。 匿 名 で 発 表 さ れ た が,
「北 米 通 信 」 の 記 述 か ら も,ド イ ッ語 風 の 文 体 や
言 い まわ し か ら も リス トの 筆 で あ る こ とは 明 らか
だ,と ノ ッ ツ は 述 べ て い る(15)。
次 に 下 院 の 》CommitteeofWaysand
Means《の 報 告(MacDuffieReport)を批 判 し て
ラ ッシ の 関 税 政 策 を 擁 護 した 》Observationson
theReportoftheCommitteeofWaysand
Means《が あ る(16)。こ れ は 協 会(イ ン ガ ー ソル)の
依 頼 を うけ て 書 か れ,リ ス トの 名 前 を 出 さ ず に 協
会 の 報 告 書 と し て 公 表 され た が,リ ス トの執 筆 で
あ る。 最 後 に,商 業 ・海 運 委 員 会 の 報 告(Cam一
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brelangReport)に対 す る反 論 》RemarksonMr.
Cambrelang'sReportontheTariff《が あ る(17)。
これ は イ ソ ガー ソル宛 て の2通 の手 紙(3月1日
付,3月3日 付)の 形 で 「国民 新 聞 」(3月22日号,
23日号)に 発表 され た。
この よ うに,リ ス トは1827年か ら28年に か け
て,『綱 要 』 で ス ミス とセ イ お よ び これ を祖 述 す
る ク ーパ ーの世 界 主義 〔万 民〕 経 済学 と 自由貿 易
論 を批 判 して,国 民経 済 学 の理 論 の基 礎 を構築 し
た ばか りで な く,こ れ に も とつ いて 当面 の 合衆 国
の 関税 ・貿 易政 策 を批 判 して,米 国 の保 護 関税 政
策 とア メ リカ 国民主 義学 派 の経 済学 の形 成 に少 な
か らぬ貢 献 を した の で あ った。 経 済 学 史 の 上 で
は,サ ミュエル ソ ンも言 うよ うに,リ ス トは米 国
の経 済学 者 で もあ った。
(注)
(1)1824年に英 国 は 羊 毛 輸 入 関 税 を1ポ ソ ド当 り12ペン ス か
ら1ペ ン ス と大 幅 に 引 下 げ,そ の 結 果,羊 毛 の 純 輸 入 は
1824年の1万100ト ソ(76万 ポ ン ド)か ら1万9500ト γ
(143万7000ポン ド)へ と2倍 近 く増 加 して い る。 な お,こ
の項 に つ い て は,宮 野 啓 二 『ア メ リカ 国民 経 済 の形 成 』 お
よ びFW.タ ウ シ ッグ 著,長 谷 田 泰 三 ・安 芸 昇 一 訳 『米 国
関 税 史 』 第1篇 第2章 を参 照 。
(2)AusdemReadingerAdler:1827,『リス ト全 集 」 第2
巻,265,273頁。W.Notz,a.a.o.,S.239.
(3)『リス ト全 集 』 第2巻21頁 。 この 手 紙 は 『リ ス ト全 集 』
に は収 録 され て い な い。
(4)『リス ト全 集 』 第8巻351-352頁。
(5)12通の 手 紙 の執 筆 の 日付 と掲 載 さ れ た 新 聞 の 日付 は61頁





1827『リス ト全 集 』 第2巻157-172頁。
(7)『国 民 的 体 系 』10頁。
(8)E.Wendler,a.a.O.,S.79.
(9)協会 は こ の 時,リ ス トを 議 員 と して,ま た 大 学 教 授 と し
て推 薦 し,そ の 実 現 の た め に 援 助 す る こ と も決 議 した 。
(10)『リス ト全 集 』 第8巻352頁 。
(ll)W.Notz,a.a.O.,S.249-25Q,E.Wendler,a.a.O.,S.
86-87.中型 判2巻8分 冊(6週 間 に1分 冊 ず つ),予 約 申
込 み が 十 分 な数 に達 し て か ら1年 以 内 に 完 結 の 予 定 で,定
価 は2巻 で5ド ル,第1巻 を 受 け と った 時 に 支 払 え ば よ
い,と い う条 件 だ った 。
G2)1828年6月18日付 。 『リス ト全 集 』 第8巻354頁 。
α3LetterstoGovernorGres,rリス ト全 集 」 第2巻176
-181頁。
(14)HarrisburgAddress.『リス ト全 集 』 第2巻186-206頁。
㈲W.Notz,a.a.o.,S.247.ノ ッツ に よれ ば,・ ・一 ス ト
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(Philadelphia,182)と混 同 し て い た と い う 。
(16)『リ ス ト全 集 』 第2巻207-231頁 。
(1の 『リ ス ト全 集 』 第2巻232-239頁 。
6大 統 領 選 挙 。米 国 を離 れ て ヨー ロ ッパ
へ
リス トが渡米す る前年 の1824年は大統領選挙 の
年であった。 この選挙では どの候補者 も当選に必
要 な多数を獲得す ることができず,憲 法の規定に
従 って当選者 の決定 は下院に委ね られた。投票 で
獲得 した選挙 人はジ ャク ソソが99人,J.Q.アダ
ムズが84人であったが,下 院 の多数 はアダムズを
大統領に決定 した。南部諸州 の利害 を熱烈 に擁護
す るカル フーソが副大統領に選 ぽれた。
大統領 が ク レイ(H.Clay)を国務長 官 に任命
した時,民 主共和党は分裂 した。 アダムズ とクレ
イの支持者 は国民共和党(の ちの ウィッグズ)を,
ジ ャクソンとその仲間は民主党 を結成 した。前者
は合衆国憲法の弾力的な解釈 と連邦政府主導 の公
共事業(道 路 と運河の建設)の 遂行 と保 護関税 を




ら》Eraofillfeeling《に変 った。 これが リス トが
渡米 した頃の状況で,両 陣営の対立 は28年の大統
領選挙を迎 えて一層エ スカ レー トした。
28年の選挙 は国民共和党 のアダムズ,ラ ッシ と
民 主党 の ジャク ソン,カ ル フーンの間 で争 われ
た。 リス トはアダムズ,ク レイ,ラ ッシ と個人的
に交流があ り,彼 らの主張す る 「アメ リカ体制」
に共鳴 していたので,当 然,ア ダムズ陣営 につ く
もの と見 られ ていた。 しか し,リ ス トはジャクソ
ンを支持 した。その理由は主 としてジャクソソの
庶民的 な人柄 に対す る共感 と,ア ダムズの政府 の
腐敗 に対す る反感 にあった と思われ る。
す でに 「ア ドラー」紙(1827年6月5日付 け)
の 「大統領選挙について」 とい う論説の中で,大
統領 の任期 を延 長 して選挙 を8年 ごとにや って
は,と い う一部 の意見 に関説 して,「あ らゆ る国
家の歴史が示す よ うに,1年 以上職 に とどまる権
力は しだいにその職を終身,つ いには世襲的 に保
持す ることになる」「大統領 は4年 の任期経過後
に再選 され えない,と い う規定があ った らもっと
賢明であったであろ う」 と基本的立場を表 明 して
いる(1)。1年後 には(1828年6月24日付け)端 的 に
「アダムズ とクレイの間 で合衆国の大統領 と国務
長官の職 を取 引 した こ とが,わ れわ れがJ.Q。ア
ダムズの再選 に反対す る主 な理 由の1つ であ る」
と述べ てい る(2)。アダムズが東部海港都市 の貿 易
商人や南部のプラソターを敵 に回すのを恐れて保
護関税 を明確 に主張 しなかった ことも,リ ス トの
反対理 由であ った。 「ア ドラー」紙の伝統 的 な反
連邦主義 からしても,連 邦政府主導の公共事業 の
遂行を主張す るアダムズ派 には組 しえなかった。
東部 のアダムズ支持者 と南部,西 部のジ ャクソ
ソ支持者が ほぼ伯仲す るなかで,ペ ソシル ヴェニ
アの ドイッ系農民 とドイ ッ系 アメ リカ人の動向が
28年の大統領選挙の結果を左右す る要因であった
ことを考 える と,「ア ドラー」紙 の編集者 として
彼 らの間に大 きな影響力を もっていた リス トの果
た した役割 は無視 で きな い(3)。ペ ソシル ヴェニア
州だけで ドイッ系 アメ リカ人向けの27紙の うち17
紙が ジ ャク ソン支 持 に回ったが(4),これ は 「ア ド
ラー」紙の影響力 の大 きさを示 している。 のちに
リス トが ホ ワイ トハ ウスに ジャク ソンを訪ね た
時,大 統領 は 「ペ ソシル ヴェニアの ドイッ系市民
が 自分 に対 して示 してきた変 らない忠誠」 を認め
た とい う。
1828年秋 に は リス トは望郷 の念 にか られ てい
た。 「私は この6週 間 また して も望郷 の念にか ら
れて,ア メ リカでの仕事 は どうでもよ くなってい
ます。祖国は私には歩行障害の子供 を抱 えた母親
の よ うです。子供 の歩行障害がひ どいほど母親 は
その子 を可愛が ります。私のすべ ての計画の背後
にあ るものは ドイッであ り,ド イ ツへ帰 ることで
す。⑤」文筆 活動 で得 た名声 も大統 領選挙 の勝利
も彼 の望郷 の念を和 らげなか った。小スクールキ
ル鉄道 の着工 を機会 に,1830年6月初めに家族 と
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と も に レデ ィン グ か ら フ ィラ デ ル フ ィア へ 移 っ
た。 会社 の 無煙 炭 の売 りこみ と米 。仏 間 の 通商 拡
大 の た め に 私 費 で ヨ ・ーロ ッパ へ 行 こ う と決 心 し
て,10月27日に米 国 の市 民権 を取 得 した(6)。
こ の 年(1830年)の10月18日(19日?)から23
日まで リス トは ワ シ ン トンに滞在 した。 大 統 領 に
旅 行 計 画 を話 し,在 ドイ ッ米 国総 領 事 に任 命 して
も ら うよ うに働 きか け るため で あ る。10月20日付
け の大統 領 宛 て の手 紙 の草稿 に はザ クセ ン,バ イ
エル ン,ヘ ッセ ンほ カ ッセル,エ ルザ ス の米 国総
領 事任 命 を願 いで て い る。 また,10月21日付 け の
ヴァ ン ・ビュー レン宛 ての手 紙 の草稿 で は,米 国
総領 事 としてや ろ うと して い る仕 事 を箇条 書 きに
して い る。11月8日,大 統 領 は国務 長 官 の建 言 を
容 れ て リス トを ハ ン ブ ル ク米 国総 領 事 に 指 名 し
たω。あ とは上 院 の承 認 を得 れ ぽ本 決 ま りで あ る。
リス トは ヴ ァン ・ピs一 レンか ら全 権委 任 の 書簡
(11月15日付 け)と500ドル の 旅 費,旅 券 を受 け と
り,18日に ヴ ァン ・ビュー レ ソに 返 事 を送 った。
「ハ ソ ブル ク総 領 事 の誓 約書 を 同 封 い た します 。
明 日ニ ュー ヨ ークへ発 ち,そ こで 今 月20日に客 船
エ リー号 に乗 船 し ます 。」
11月20日に ニ ュ ー ヨー クを 出港 した リス トは,
4週 間 の嵐 の航海 の のち12月21日に無 事 ル ・ア ー
ブルへ 入港 した。22日付 け の妻 へ の手紙 に 「昨 日
無 事 到着,今 日まで 当地 で休 息 を と り,明 日パ リ
へ 発 ち ます 。途 中ル ーア ソに1日 寄 るの で,パ リ
へ 着 くの は ク リス マ ス に な ります。」 とあ り,航
海 中 の ニ ュース と して,ポ ー ラン ドの独 立宣 言,
ス イス の諸 州 の 旧憲法 破 棄,ロ シ アで起 こ った 暴
動 な どを記 して い る(8)。彼 は最 初,任 務 の 遂 行 に
つ い て楽観 的 で あ った。 多数 の フ ラ ンス政 府 高 官
とも会 い,自 分 の主 張 を 印象 づ け るた め に 「フラ
ン ス経 済 改 革 案 」(》ldeessurlesreformesecono-
miques,commercialesetfinanciers,applicablesala
Frame《)を》RevueEnzyclopedique《(1831年3月,
4月,11月号)に 発 表 して,鉄 道 網 の建 設 が フ ラ
ンス の経 済 改 革 の 中心 問 題 で あ る こ と を主 張 し
た(9)。ドイ ッの 旧秩 序 に抗 して パ リへ 移 って きた
ベ ル ネ(LB6rne)や ・・イ ネ(H.Heine)と知 り
合 った の もそ の頃 で あ る。
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リス トが フ ラン スへ発 った あ と,米 国の上 院 は
31年2月8日 に37対6で 総領 事 指 名 を拒 否 した。
拒 否 の理 由 は恐 ら く,リ ス トは ヴxル ッテ ンベ ル
クで 有 罪 の 判 決 を 受 け て お り,ハ ン ブル ク で は
「好 ま しか らぬ 人 物 」(personanongrata)であ
る,と い う駐仏 米国 大 使 ラ イ ヴズ(W.Rives)の
報 告,前 任 総 領 事 カス バ ー ト(J.Cuthbert)が辞
任 を 望 ま なか った こ と,国 務省 内で 人事 の交 替 が
進 んで い た こ と,な どで あ った と思 わ れ る(10)。米
国 の上 院 が リス トの総 領 事指 名 を拒 否 し,ハ ソ ブ
ル ク政 府 も受 入 れ を拒 否 した ことが,ヨ ー ロ ッパ
で の リス トの仕事 を失 敗 させ た。4月 初 め頃 パ リ
を 離 れ て ス トラ ス ブール へ,さ ら に パ ーデ ン ・
バ ー デ γ,パ ー ド ・リッポ ルザ ウで リュ ウマチ に
悩 む 身体 を休 ませ た 時 に は,す で に 自分 の 目論見
が失 敗 に終 った こ とを認 め て いた よ うで あ る(11)。
7月 に も う一 度 パ リへ 戻 った が,最 後 の望 み もか
な え られ ず,10月10日にル ・ア ー ブル で乗 船 して
米 国へ 帰 った。
1832年7月13日ジ ャ ク ソ ン大 統 領 は リス トを
バ ーデ ン総 領 事 に指 名 した。 これ は無 給 の一 時 的
な名 誉 職 で あ った ら しい。 いず れ に して も,こ れ
で リス トが ドイ ツへ 帰 る こ とが可 能 に な った 。 そ
こで1832年夏,一 家 は最 終 的 に米 国 を離 れ て ヨー
ロ ッパ へ 向か った。妻 の健康 の 回復 の ため に一家
はハ ン ブル クに1年 ほ ど滞 在 し,翌33年6月 ライ
プ ツ ィヒへ 移 った(12》。こ こ の 総 領 事 に 任 命 され
て,37年8月 まで そ の職 に就 い てい たが,米 国政
府 の役 人 と して の 活 動 は 実 質 的 に は こ こ まで で
あ った。43年か ら45年まで シ ュ トゥ ヅ トガル ト領
事 に任命 され た が,こ の時 に はす で に リス トの関










(3)「ア ドラー」紙の影響力を中和 させ るために,ア ダムズ
陣営は》BerksCountyTelegraph《を発行 した。その他,
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両 派 の 宣 伝 合 戦 に つ い て は,『 リス ト全 集 」 第2巻482-3
頁 。
(4)E.Wendler,a.a.O.,S.97-98.
(5)1828年10月5日付E.Weber宛 て の 手 紙 の 草 稿 。 『リ ス
ト全 集 』 第8巻355頁 。 『カ タ ロ グ』128頁,E.Wendler,
a.a.O.,S.109.
(6)1830年8月9日 付 の ヴ ァ ソ ・ピ ュ ー レ ン宛 て の 手 紙 に は,
フ ラ ン ス か ら の重 要 な ニ ュ ー ス(国 内 の経 済 開 発)の こ と
が 記 さ れ て い る。 リス トに は フ ラ ソ ス の 現 状 を見 た い気 持
が 強 か った と 思わ れ る。
(7)リ ス トが ヨ ー ロ ヅパ へ 行 って や ろ う と し て い た 仕 事 は,
タ バ コ,砂 糖,鯨 油,油,豚,ラ ー ド,塩 魚 の フ ラ ソ ス と
の交 易,無 煙 炭 の フ ラ ンス,オ ラ ソダ,ハ ソザ 都 市 へ の 売
り こみ,ル ・ア ー プ ル ～ ス トラ ス ブ ー ル間 の鉄 道 建 設 計 画
の 打 診,オ ー ス ト リア,ド イ ッ諸邦 で の鉄 道 建 設 の 打診,
ドイ ッ人 移 民(ミ シ ガ ソ地 域 へ の)の 勧 め,「 経 済 学 の さ
ま ざ ま な体 系 の 批 判 」(著 書)を 完 成 させ る た め に ドイ ツ
と フ ラ ン ス の 図 書 館 を 利 用 す る こ と,な どで あ る。 な お,
大 統 領 が リス トを 総 領 事 に指 名 し た の は11月8日 で あ る
が,リ ス トは11月6日 付 の ヴ ァ ソ ・ピ ュ ー レ ン宛 て の 手 紙
で 「次 の ア ー プ ル 行 き の客 船 で フ ラ ン スへ 荷 物 を 送 り,ハ
ソ ブル ク総 領 事 の 義 務 に 入 るの に 必要 な準 備 を し ま し た」
と記 して い る 。
(8)『リス ト全 集 』 第8巻367-8頁。
(9)この 論 稿 は 『リス ト全 集 』 第5巻59-91頁に 収 録 さ れ て
い る。
(IO)リス トは1831年1月10日付 のパ リか ら ハ ソ ブル ク総 領 事
カ スバ ー トに 宛 てた 手 紙 で,自 分 が ハ ソ プ ル ク総 領 事 に 指
名 され た こ とを 伝x,イ ギ リス炭1シ ャ ル ドRン(36ブ ッ
シ ェ ル)の 価 格,標 準 的 な 部 屋 の 冬 の 暖 房 費,1コ ー ド
(8×4×4フィ ー ト)の 薪 の価 格,ハ ン ブ ル ク ・ コー ドと英
米 コー ドの 比 率 を た ず ね て い る。 「リス ト全 集 』 第8巻373
頁 。 ヴ ァ ン ・ビ ュ ー レ ン は1831年2月17日付 の手 紙 で リス
トに,上 院 が総 領 事 指 名 を拒 否 した こ とを 知 らせ た 。
(11>『リス ト全 集 』 に収 録 さ れ て い る この 間 の リス トの 手 紙
の 発 信 地 は,4月8日 ス トラス ブ ー ル,5月 初 パ リ,5月
15日ス トラ ス プー ル,6月18日 バ ー デ ソ,ラ シ ュ タ ッ ト近
郊 で あ る。 最 後 の 手 紙 に は,先 月 来,健 康 回 復 の た め に こ
の温 泉 地 に い る こ と,あ と4週 間 こ こ と隣 接 す る バ ー ド ・
リ ッポ ルザ ウに 滞 在 す る つ も りで あ る と記 され て い る。 な
お,こ の 手 紙 は バ イ エ ル ン の 鉄 道 の 専 門 家 フ ォ ン ・バ ー
ダ ーに 宛 て た もの で,リ ヴ ァ プ ー ル ～ マ ン チ ェス タ ー鉄 道
の 成 功 の こ とが 書 かれ て い る。
(12)1833年6月に ラ イ プ ツ ィ ヒへ 移 った リ ス トは,同 年 秋
「ザ ク セ ン の 鉄 道 制 度 論 」 を 発 表 し て,ラ イ プ ツ ィ ヒ～ ド
レ ス デ ソ鉄 道 の 建 設 に 関 わ る こ とに な る。 前掲 拙 稿73頁以
下 を 参 照 。
